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クルマエビ類栽培漁業技術向上対策調査 

 

丸山拓也・山根裕史１) 

１）三重県水産振興事業団 栽培漁業センター 

 

目 的 

三重県でのクルマエビの主な漁場は伊勢湾と伊勢湾

口沖～的矢湾沖（以下，湾口外漁場）にかけた海域で

ある。また，的矢湾では毎年クルマエビの種苗放流が

行われているが，その効果のほどはよくわかっていな

い。そこで本研究では，的矢湾での放流群の湾口外漁

場への資源添加効果を把握するとともに，放流技術の

向上に資する知見を収集する。 

 

方 法 

１．漁獲実態の把握 

安乗産地市場の入荷記録からクルマエビの漁獲量や

刺網のべ出漁隻数等を把握した。また，漁獲期間中（4

～9 月）には市場調査を行って水揚げされたクルマエ

ビの性別と体長を記録し，これを性別ごと月ごとにま

とめて月間の漁獲物体長組成とした。さらにこの体長

組成を混合正規分布と仮定して群分離を行い，以下の

体長-体重換算式を用いて漁獲されたクルマエビの月

ごと，年級群ごとの漁獲個体数を推定した。 

体長：体重換算式 

メス：体重(g)＝0.0000086253(体長(mm))^3.0659725840 

オス：体重(g)＝0.0000182415(体長(mm))^2.9048331953 

 

２．放流効果調査 

放流地点ごとでの回収状況を把握するため，平成 25

年と 26 年に的矢湾内の 2 放流地点（浦の浜，西ノ浦）

に左右異なった向きの尾肢切除標識を施して放流し，

漁獲されたクルマエビの標識痕様の形質の有無を記録

した（平成 25 年，26 年事業報告書参照）。このとき，

尾肢の形質を「標識痕らしさ」に応じて「○：明瞭で

標識の可能性が高い」，「△：不明瞭だが標識の可能性

あり」，「×：標識の可能性は低い」の 3 段階で評価し

た。両標識放流地点は的矢湾での放流海域のほぼ西端

と東端に位置するため，それら回収率の平均値を用い

て的矢湾放流群全体の漁獲回収状況を推計した。 

 

結果および考察 

１．漁獲実態の把握 

安乗地区における平成 6 年以降の漁獲量の推移を図

1 に示す。平成 27 年の漁獲量は 457kg であり，平成 6

年以来で最低であった。 

平成 25 年の調査以来の月ごと年級ごとの漁獲物の

体長組成から年級群分離を行い，年級群ごとの漁獲個

体数を推計した（表 1）。漁期の初期には明け 2 歳が占

める割合が多いものの，徐々に明け 1 歳主体へと交代

していた。また，最大年齢は 3 歳であった。 

年級群ごとのあけ 1 歳での漁獲個体数を比較すると，

平成 24 年級群が最も少なかった。また，平成 26 年級

群は 25 年級群に比べて 42%の漁獲個体数に留まった

（表 1）。 

 

２．放流効果調査 

 平成 25年以降の市場調査において観察した 2,752個

体のうち尾肢に標識痕様の特徴を有する個体は 22 個

体で，うち 5 個体は平成 24 年以前に松阪沿岸で放流し

た個体と推察された。特に平成 25 年に確認された 2

個体は的矢湾での標識放流開始前であり，伊勢湾から

逸出した個体の可能性が高い。このことは伊勢湾と湾

口外漁場間に資源の交流があることを示している。 

 的矢湾標識放流群由来と考えられた個体の回収状況

と標識痕様の形質の信頼性評価に基づき，放流地点ご

との漁獲回収状況を表 2 に示す。浦の浜放流群と宮潟

浦放流群の回収率の優劣は年によって異なっていた。 

的矢湾放流群全体の漁獲回収状況を推計したところ，

放流エビの回収率は 0.2～0.4 %，漁獲物への混入率は

1～3 割程度となった。この混入率の年変動について，

平成 26 年級群は平成 25 年級群に比べてクルマエビの

資源量が少なかったことが揚げられる（表 1）。 

また，平成 25 年と平成 26 年（漁獲中）の尾漁獲回

収個体数は 2,000 個体程度と比較的安定していた。（表

2）。これらの事から，的矢湾放流群は地先の湾口外海

域での漁場資源に一定程度の下支えの効果を発揮して

いることが明らかとなった。 

 

関連報文 

平成 27 年度クルマエビ栽培漁業技術向上対策事業報

告書 




